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第5章 輸送に関する作業手順 

 

全体フロー図における、輸送に関する対象フローは、図表５－０－１のとおり。 

 

図表５－０－１ 輸送に関する対象フロー 
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5-1 輸送手段の選定 

5-1-1 輸送手段の分類 

輸送の手配は、まず、「陸上輸送」と「海上・航空輸送」のいずれかを選定する。その定義は、以下の

とおり。 

 

図表５－１－１ 輸送の手配の区分 

輸送方法 輸送方法の概要 担当 

①陸上輸送 

➡5-2 参照 

 

・ 中継地点での物資の積み替えが発生しな

いトラック輸送。 

輸送 G の陸上輸送係 

②海上・航空輸送 

（離島向け） 

➡5-3 参照 

・ トラック輸送に加えて海上輸送、航空輸

送も行う等、複数の輸送手段を複合的に

使用し、港湾・空港等の中継地点が発生

する輸送。 

・ トラックのみで輸送する場合でも、複数

のトラック間で物資の積み替えを行う輸

送は、中継地点が発生するため、海上・

航空輸送と同様に扱う。 

輸送 G の海上・航空輸送係が担

当する。 

 

5-1-2 役割分担 

 陸上輸送と海上・航空輸送の選定における役割分担は、以下のとおり。 

 

誰が 何を 

物資調整 G の輸送計画係 輸送 G の輸送管理係に輸送を依頼する。 

輸送 G の輸送管理係 

（県職員） 

「第 3 章 情報収集」のとおり、輸送の準備のため 

・ 輸送機関・輸送ルート選定のため、道路・港湾・空港等のインフラ損

壊状況に関する情報を取集・整理する。 

・ 燃料確保のため、燃料供給が可能な施設に関する情報等を収集・整理

する。 

輸送 G の輸送管理係 

（災害物流専門家） 

収集・整理された情報と、物資調整 G の輸送計画係から送付された輸送

指示書に示された輸送の内容（発着地、物資の品目と数量、リードタイム

等）を考慮して、上記の図表５－１－１の２種類（①陸上輸送、②海上・

航空輸送）の輸送のいずれかを選定する。 

  



55 

 

5-1-3 作業手順 

輸送手段の選定における業務フローは図表５－１－２、チェックリストは図表５－１－３のとおり。 

 

図表５－１－２ 輸送手段の選定に関する業務フロー 

 

  

統括Ｇ

連絡調整係 配分計画係 輸送計画係
輸送管理係
（県職員）

輸送管理係
（専門家）

注１）「Ｇ」は「グループ」の略称

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略称

内閣府沖縄総合事務局

輸送Ｇ物資調整Ｇ

物資支援チーム

沖縄県

インフラ班
運輸部
リエゾン
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④損壊情報

等提供を要請

③輸送指示書
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５．輸送指示書

①輸送を要請

⑨道路損壊

情報等を提供

②輸送を要請

⑤道路損壊

情報等提供を

要請

⑥道路損壊

情報等提供を

要請

⑦道路損壊

情報等提供を

要請

⑧道路損壊情報

等を提供

⑩道路損壊情

報等を提供

⑪道路損壊情

報等を提供

⑫道路損壊

情報等を提供

⑬陸上輸送、海

上・航空輸送の

選定を依頼

５．輸送指示書

4-3フロー図㉛

4-4フロー図㉒から

⑮海上・航空

輸送を決定

5-2フロー図① 5-3フロー図①

⑮陸上輸送を

決定

4-3フロー図㉑

4-4フロー図⑭から

⑫道路損壊

情報等を提供

⑭陸上輸送、

海上・航空輸送

を選定

道路損壊情報等は３章情報収集を参照
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図表５－１－３ 輸送手段の選定に関するチェックリスト 

 

 

  

組織（大） 組織（中） 組織（小）
小集団・

個人等
組織（大） 組織（中） 組織（小）

小集団・

個人等

□ 1 県本部
物資支援

チーム
物資調整Ｇ 配分計画係 県本部

物資支援

チーム
物資調整Ｇ 輸送計画係 輸送を依頼

5-1

p.53~57

配分計画

□ 2 県本部
物資支援

チーム
物資調整Ｇ 輸送計画係 県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係

輸送を依頼と輸送指示書の

作成

5-1

p.53~57

輸送指示書

□ 3 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 輸送指示書を確認

5-1

p.53~57

輸送指示書

□ 4 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 県本部

物資支援

チーム
総括Ｇ 連絡調整係 道路損壊情報等提供を要請

5-1

p.53~57

□ 5 県本部
物資支援

チーム
総括Ｇ 連絡調整係 インフラ班 道路損壊情報等提供を要請

3-3~4

p.25~31

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 6 インフラ班 内閣府
沖縄総合事

務局
運輸部 リエゾン 道路損壊情報等提供を要請

3-3~4

p.25~31

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 7 内閣府
沖縄総合事

務局
運輸部 リエゾン 内閣府

沖縄総合事

務局
開発建設部 道路損壊情報等提供を要請

3-3~4

p.25~31

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 8 内閣府
沖縄総合事

務局
開発建設部 内閣府

沖縄総合事

務局
運輸部 リエゾン 道路損壊情報等を提供

3-3~4

p.25~31

□ 9 内閣府
沖縄総合事

務局
運輸部 リエゾン インフラ班 道路損壊情報等を提供

3-3~4

p.25~31

□ 10 インフラ班 県本部
物資支援

チーム
総括Ｇ 連絡調整係 道路損壊情報等を提供

3-3~4

p.25~31

□ 11 県本部
物資支援

チーム
総括Ｇ 連絡調整係 県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 道路損壊情報等を提供

3-3~4

p.25~31

□ 12 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（専門家）
道路損壊情報等を提供

3-3~4

p.25~31

□ 13 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（専門家）

陸上輸送もしくは海上・航

空う輸送の選定を依頼

5-1

p.53~57

輸送指示書

□ 14 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（専門家）

陸上輸送もしくは海上・航

空輸送の選定

5-1

p.53~57

□ 15 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（県職員）

陸上輸送を決定➡5-2「陸

上輸送①」

5-1

p.53~57

□ 15 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（県職員）

海上・航空輸送を決定➡5-

3「海上・航空輸送①」

5-1

p.53~57

注１）Ｇはグループの略

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略

注３）「トラック協会」は「公益社団法人沖縄県トラック協会」の略

注４）B-PLo マニュアル：「新物資システム（B-PLo）運用及び操作説明書（都道府県向け）」第1.02版

陸上輸送を選定した場合→「輸送（陸上）」へ

海上・航空輸送を選定した場合→「輸送（海上・航空）」へ

ﾁｪｯｸ

欄

担当（誰が） 連絡調整先（誰に）

活動内容（何を行う） 使用媒体 連絡先掲載資料掲載ページ連番

B-PLo

マニュアル

ページ番号

注４）
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（１）B-PLo が使用できない場合・使用できる場合共通 

① 物資調整 G の輸送計画係は、輸送する物資の品目、数量、発地、着地等の情報を「輸送指示書

（資料４帳票類４）」に整理して、輸送 G の輸送管理係に、輸送の手配を依頼する。 

② 輸送 G の輸送管理係は、道路の損壊状況等に関する情報を収集し、それらの情報と「輸送指示

書」の内容から、「陸上輸送」と「海上・航空輸送」のいずれかを選定する。 

 

（２）B-PLo が使用できる場合 

 B-PLo が使用できる場合、輸送手段の選定結果を B-PLo に登録する。その手順は、図表５－１－４

のとおり。 

 

図表５－１－４ B-PLo を使用した輸送手段の選定に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「輸送」をクリック 4-48 

② 「輸送」画面 4-48 

③ 「輸送手配状況」をクリック 4-48 

④ 輸送が必要な物資のリストが表示 4-48 

⑤ リストにおいて輸送を手配する物資の横の「詳細」をクリック 4-48 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面 4-48 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリック 4-48 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面 4-48 

⑨ 輸送手段として「陸路」・「海路」・「空路」を選定 4-49 

 

① トップメニューで「輸送」をクリックする。 

② 「輸送」画面が表示される。 

③ 「輸送手配状況」ボタンをクリックする。 

④ 輸送が必要な物資のリストが表示される。 

⑤ 上記のリストにおいて輸送を手配する物資の横の「詳細」をクリックする。 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面が表示される。 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリックする。 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面が表示される。 

⑨ 輸送手段として「陸路」・「海路」・「空路」を選定する。 
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5-2 陸上輸送 

5-2-1 役割分担 

陸上輸送における役割分担は、以下のとおり。陸上輸送は、図表５－２－１のとおり実施する。 

 

誰が 何を 

輸送 G の輸送管理係 輸送指示書によって、輸送の手配に必要な情報（輸送する物資の品目・

数量、発地・着地施設の荷役環境等）を同 G の陸上輸送係に提供す

る。 

配車計画（Ver.2）の結果を物資調整 G の輸送管理係、拠点 G の拠点

管理係に伝達する。 

輸送完了後はその内容を物資調整 G の輸送管理係へ連絡する（調達

に係る輸送の場合調達 G の調達手配係へ連絡する） 

輸送 G の陸上輸送係 

（県職員） 

輸送指示書を同係災害物流専門家へ提供する。 

配車計画（Ver.2）を B-PLo に入力する。 

輸送Ｇの陸上輸送係 

（災害物流専門家） 

配車計画（Ver.1）を作成し、トラックの手配を依頼する。 

協会により手配完了後（配車計画（Ver.2）作成・受領後）、これを

同係県職員へ提供する。 

輸送完了後はこれを県職員へ連絡する。 

沖縄県トラック協会 配車計画（Ver.1）を参考に会員事業者へ車両等調整を依頼する。 

車両確定後配車計画（Ver.2）を作成し災害物流専門家へ提供する。 

会員事業者 沖縄県トラック協会からの依頼を参考に被災状況等を踏まえて対応

可能な車両を選定し、沖縄県トラック協会へ車両の確定情報を提供

する。 

※陸上輸送に係る自衛隊への災害派遣要請（物資輸送）については基本方針 5-3-2（6）1）参照 

 

図表５－２－１ 陸上輸送の手配のイメージ図 
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5-2-2 作業手順 

陸上輸送における業務フローは図表５－２－２、チェックリストは図表５－２－３のとおり。 

 

図表５－２－２ 陸上輸送に関する業務フロー 

 

 

 

  

物資調整Ｇ 拠点Ｇ 拠点内業務Ｇ

輸送管理係

県職員 県職員 専門家

注１）「Ｇ」は「グループ」の略称

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略称

輸送計画係
陸上輸送係

沖縄県
トラック協会

会員事業者

沖縄県

物資支援チーム

統括係拠点管理係

輸送Ｇ

①輸送指示書

を提供

②配車計画Ver.1

を作成

④会員事業者に

車両・ドライバーの

提供を依頼

⑫輸送を実施

（ドライバーは

発拠点で配車

計画の写①を

渡し、写②、写

③にサインをも

らう）

５．配車計画

４．輸送指示書

５．配車計画

⑤輸送を了承
⑥配車計画Ver.2

を送付

⑦配車計画Ver.2

を送付

③トラックの手配

を依頼

５．配車計画

⑪配車計画Ver.2

を送付

５．配車計画

５．配車計画

⑬輸送の完了

を報告

５．配車計画

⑭輸送の完了

を報告

⑮輸送の完了を

報告

⑯輸送の完了を

報告

⑰輸送の完了を

報告

⑱輸送の完了を

確認

6-2「拠点の運営（入

荷）」のフロー②へ

6-3「拠点の運営（出

荷）」のフロー②へ

5-1フロー図⑮

⑧配車計画Ver.2

を確認

５．配車計画

⑨配車計画Ver.2

を確認

4-2㉗輸送の完了を報告

4-3⑱輸送の完了を報告

6-2「拠点の運営（入荷）」の

フロー㉕から

6-3「拠点の運営（出荷）」の

フロー㊳から

4-2㉖輸送の

手配結果を報告

4-3⑰輸送の手

配結果を報告

B-PLoの作業

⑩-1 輸送事業者の新規登録

⑩-2 輸送車両の登録

⑩-3 輸送物資情報に基づき車両

を選定

⑩-4 輸送指示書を出力

ミルクラン・ルート配送の場合

⑩-5 積込順番及び荷下ろし拠点

の順番を手書き等でB-PLoから出

力される輸送依頼書に記載
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図表５－２－３ 陸上輸送に関するチェックリスト 

 

 

  

組織（大） 組織（中） 組織（小）
小集団・

個人等
組織（大） 組織（中） 組織（小）

小集団・

個人等

□ 1 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（専門家） 輸送指示書を送付し、配車計画の作成を

依頼

5-2

p.58~67

p.4－61 輸送指示書

□ 2 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（専門家）
配車計画書Ver.1を作成

5-2

p.58~67

配車計画

□ 3 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（専門家）

トラック

協会

配車計画Ver.1を送付し、トラックの手配

を依頼

5-2

p.58~67

配車計画 ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 4
トラック

協会
会員事業者

配車計画Ver.1に基づき、適切と判断した

会員事業者に送付し業務受託可能性を打

診

5-2

p.58~67

配車計画

□ 5 会員事業者
トラック

協会

配車計画Ver.2を送付し、業務受託を可能

と回答する。

5-2

p.58~67

配車計画

□ 6
トラック

協会
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（専門家）

配車計画Ver.2を送付し、輸送手配可能と

回答

5-2

p.58~67

□ 7 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（専門家）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）

配車計画Ver.2を提出し、輸送手配の完了

を報告

5-2

p.58~67

□ 8 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係

配車計画Ver.2を提出し、輸送手配の完了

を報告

5-2

p.58~67

□ 9 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係

配車計画Ver.2を確認

➡4-2㉖輸送の手配結果を報告

　4-3⑰輸送の手配結果を報告

5-2

p.58~67

□ 10-1 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
輸送事業者の新規登録

5-2

p.58~67
p.3－26 B-Plo使用

□ 10-2 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
輸送車両の登録

5-2

p.58~67
p.4-53 B-Plo使用

□ 10-3 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
輸送物資情報に基づき車両を選定

5-2

p.58~67

p.4-48~56

p.4-57~60
B-PLo使用

□ 10-4 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
輸送指示書を出力

5-2

p.58~67
p.4-61~62 B-PLo使用

□ 10-5 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係

ミルクラン・ルート配送の場合は、積込

順番及び荷下ろし拠点の順番を手書きで

B-PLoから出力される輸送依頼書に記載

し送付

5-2

p.58~67
番号なし B-PLo使用

□ 11 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 県本部

物資支援

チーム
拠点Ｇ 拠点管理係

配車計画Ver.2を送付

➡⑫と

6-2「拠点の運営（入荷）」②へ

6-3「拠点の運営（出荷）」②へ

5-2

p.58~67

□ 12 会員事業者

輸送を実施（ドライバーは発拠点で配車

計画の写①を渡し、写②、写③にサイン

を受領）

5-2

p.58~67

配車計画

□ 13 会員事業者
トラック

協会
輸送の完了を報告

5-2

p.58~67

配車計画

□ 14
トラック

協会
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（専門家）
輸送の完了を報告

5-2

p.58~67

□ 15 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（専門家）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
輸送の完了を報告

5-2

p.58~67

□ 16 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

陸上輸送係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（県職員）
輸送の完了を報告

5-2

p.58~67

□ 17 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
物資調整Ｇ 輸送計画係

輸送の完了を報告

➡4-2㉗輸送の完了を報告

　4-3⑱輸送の完了を報告

5-2

p.58~67

□ 18 県本部
物資支援

チーム
物資調整Ｇ 輸送計画係 輸送の完了を確認

5-2

p.58~67

p.4-45 配車計画

B-PLo使用

注１）Ｇはグループの略

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略

注３）「トラック協会」は「公益社団法人沖縄県トラック協会」の略

注４）B-PLo マニュアル：「新物資システム（B-PLo）運用及び操作説明書（都道府県向け）」第1.02版

連絡先掲載資料
ﾁｪｯｸ

欄

担当（誰が） 連絡調整先（誰に）

活動内容（何を行う） 使用媒体掲載ページ連番

B-PLo

マニュアル

ページ番号

注４）

6-2「拠点の運営（入荷）」㉕から

6-3「拠点の運営（出荷）」㊳から

5-1⑮より
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（１）B-PLo が使用できない場合・使用できる場合共通 

① 輸送 G の輸送管理係は、同Ｇの陸上輸送係に「輸送指示書」を渡す。 

② 輸送 G の陸上輸送係の災害物流専門家は、同Ｇの輸送管理係から道路の損壊状況、燃料確保に関す

る情報等を収集する。収集先は「資料３．コンタクトリスト」のとおり。 

③ 輸送 G の陸上輸送係の災害物流専門家は、これらの情報と「輸送指示書」に基づき、輸送に使用す

るトラックの車種・サイズ・スペック（「４ｔ箱車２台」等）を決定し、「配車計画」（資料４参照）

Ver.1 を作成する。この「配車計画」Ver.1 の例は図表５－２－５のとおり。この「配車計画」Ver.1

は、ドライバー名、車番等が空欄になっている。 

④ 輸送 G の陸上輸送係の災害物流専門家は、「配車計画」Ver.1 及び道路損壊状況・通行可能車両情

報等に関する情報を沖縄県トラック協会に送付し、車両・ドライバーの確保を依頼する。 

⑤ 沖縄県トラック協会は、「配車計画」Ver.1 及び道路損壊状況・通行可能車両情報等に関する情報に

基づき、適切な車両・ドライバーを提供可能と予想される会員事業者に打診し、車両・ドライバー

を確保する。 

⑥ 沖縄県トラック協会は、「配車計画」Ver.1 に会員事業者から得られた情報を、空欄となっている事

業所名、ドライバー名、車番等の欄に情報を追記（図表５－２－６に示した「配車計画」Ver.2 と

して作成）し、車両・ドライバーが所属する会員事業者および輸送 G の陸上輸送係の災害物流専門

家に送付する。 

⑦ 輸送 G の陸上輸送係は、拠点Ｇの拠点管理係に「配車計画」Ver.2 を送付する。 

⑧ 拠点Ｇの拠点管理係は、拠点内業務 G の総括係に「配車計画」Ver.2 を送付する。 

⑨ 車両・ドライバーが所属する会員事業者は、送付された「配車計画」Ver.２を３部コピーし、原本

は自社控えとして保管する。３部のコピーはそれぞれ(1)集荷先（広域物資輸送拠点）控え用、(2)

配送先（地域内輸送拠点）控え用、(3)ドライバー控え用とする。なお、(2)配送先（地域内輸送拠

点）控え用については、配送先が複数ある場合、配送先の数だけコピーする（以下では配送先が１

箇所として説明する）。 

⑩ ドライバーは、「配車計画」のコピー３部を携行して出発する。 

⑪ ドライバーは集荷先（広域物資輸送拠点）に到着後、拠点内業務 G の各係の指示に従い車両を移動

するなど車両内で誘導等に対応する。その後、配車計画のコピー３部のうち、(1)集荷先（広域物資

輸送拠点）控え用を渡し、(2)配送先（地域内輸送拠点）控え用、(3)ドライバー控え用それぞれに

サインをもらう。 

⑫ 配送先（地域内輸送拠点）に到着後、その受入れ担当者と輸送してきた物資の品目・数量を確認し、

荷卸しする。その後、配車計画のコピーの残り２部のうち、(2)配送先（地域内輸送拠点）控え用を

渡し、(3)ドライバー控え用にサインをもらう（これにより、(3)ドライバー控え用には集荷先と配

送先それぞれのサインが記載される）。 

⑬ ドライバーは (3)ドライバー控え用コピー（サイン入り）を事業所等に確実に保管する。 
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図表５－２－４ 「輸送指示書」の例（２枚） 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

（自治体名）
沖縄県

（施設名）
●●拠点

（担当部署名）
生活安全安心課

（担当者名）
山田　太郎

（住所）
沖縄県●●市△△１－１－１

（電話番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（ＦＡＸ番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（担当部署名）
拠点内業務班

（担当者名） 鈴木　二郎

(E-mail)
〇〇〇＠〇〇.co.jp

（電話番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（FAX番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（E-mail）　
〇〇〇＠〇〇.co.jp

(施設名） ■■村地域内輸送拠点
上
屋

10t

 4t
～

(住所） 沖縄県■■村 .

(受取担当者名）
沖縄　一郎

(電話番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（FAX番号） 〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（Ｅ-ｍａｉｌ）
〇〇〇＠〇〇.co.jp

縦 × 横 × 高さ 単位

1 33 × 55 × 10.5 食

2 24 × 17 × 18 個簡易トイレ 100 2.4 158 1

入数

アルファ化米 50 10 190 3

対応可
能時間

備考（提供希望時
期等）

No 品目
梱包サイズ（㎝） 1箱当り １箱当り

重量（㎏）
箱数

パレット
枚数

備考

発注
/要請元

集荷先

納入先

有・無 ﾌｫｰｸ
ﾘﾌﾄ

有・無
大型車
進入

可・否

可・否

（自治体名）
沖縄県

（施設名）
●●拠点

（担当部署名）
生活安全安心課

（担当者名）
山田　太郎

（住所）
沖縄県●●市△△１－１－１

（電話番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（ＦＡＸ番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（担当部署名）
拠点内業務班

（担当者名） 鈴木　二郎

(E-mail)
〇〇〇＠〇〇.co.jp

（電話番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（FAX番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（E-mail）　
〇〇〇＠〇〇.co.jp

(施設名） ○○村地域内輸送拠点
上
屋

10t

 4t
～

(住所） 沖縄県○○村 .

(受取担当者名）
八重山　一郎

(電話番号）
〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（FAX番号） 〇〇〇ー〇〇〇ー〇〇〇〇

（Ｅ-ｍａｉｌ）
〇〇〇＠〇〇.co.jp

縦 × 横 × 高さ 単位

1 33 × 55 × 10.5 食

2 55 × 75 × 30 枚毛布 20 17 79 20

入数

アルファ化米 50 10 190 3

対応可
能時間

備考（提供希望時
期等）

No 品目
梱包サイズ（㎝） 1箱当り １箱当り

重量（㎏）
箱数

パレット
枚数

備考

発注
/要請元

集荷先

納入先

有・無 ﾌｫｰｸ
ﾘﾌﾄ

有・無
大型車
進入

可・否

可・否
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図表５－２－５ 「配車計画」Ver.1 の例：輸送Ｇの陸上輸送係の災害物流専門家が車両種類等まで決定したもの 

 

 

 

 

 

 

図表５－２－６「配車計画」Ver.2 の例：トラック協会が車番・ドライバー等を追記したもの 

 

 

 

 

 

 

入数 単位 箱数 入数 単位

市町村名 町名・番地 市町村名 町名・番地

進入可能車両 担当者名 電話番号 進入可能車両 担当者名 電話番号

２ｔ箱車 Ｘ１倉庫 Ｐ市 Ｐ町1-1-1 18 本 150 Ａ倉庫 Ａ市 ａ町1-1-1 18 本

-
10t　可・否
 ４ｔ　可・否

山本　八郎 000（000）8888 18.0 × 27.5 × 22.0 2,700 本 1,350㎏
10t　可・否
 ４ｔ　可・否

斉藤　八郎 000（111）8888 2,700 本

50 食 40 Ｂ倉庫 Ｂ市 ｂ町2-2-2 50 食

30.5 × 42.0 × 17.0 2,000 食 200
10t　可・否
 ４ｔ　可・否

渡辺　九朗 000（222）9999 2,000 食

2019/
01/02
9：00

2

アルファ化米

アルファ化米
2019/
01/02
10:00

1
2019/
01/02
8：00

水ペットボトル500ml
水ペットボトル

500ml

No.

輸送事業者名
車両仕様・

積載可能重量等

車両ナンバー
ドライバー名／

連絡先

集荷場所

集荷
予定
日時 箱ｻｲｽﾞ：ﾀﾃ×ﾖｺ×高さ

（㎝）
総数 単位

総重量
（㎏）

名称
所在地 品目

名称
所在地

配送先

配送
予定
日時

集
荷

先
印

配
送

先
印

品目
総数 単位

入数 単位 箱数 入数 単位

市町村名 町名・番地 市町村名 町名・番地

進入可能車両 担当者名 電話番号 進入可能車両 担当者名 電話番号

◆◆運輸 ２ｔ箱車 Ｘ１倉庫 Ｐ市 Ｐ町1-1-1 18 本 150 Ａ倉庫 Ａ市 ａ町1-1-1 18 本

11-11
佐々木　十郎

090（0000）0000
10t　可・否
 ４ｔ　可・否

山本　八郎 000（000）8888 18.0 × 27.5 × 22.0 2,700 本 1,350㎏
10t　可・否
 ４ｔ　可・否

斉藤　八郎 000（111）8888 2,700 本

50 食 40 Ｂ倉庫 Ｂ市 ｂ町2-2-2 50 食

30.5 × 42.0 × 17.0 2,000 食 200
10t　可・否
 ４ｔ　可・否

渡辺　九朗 000（222）9999 2,000 食

配送
予定
日時

集
荷

先
印

配
送

先
印

名称
所在地 品目

名称
所在地

品目

集荷場所

集荷
予定
日時 箱ｻｲｽﾞ：ﾀﾃ×ﾖｺ×高さ

（㎝）
総数 単位

総重量
（㎏）

総数 単位

1
2019/
01/02
8：00

水ペットボトル500ml
水ペットボトル

500ml

No.

輸送事業者名
車両仕様・

積載可能重量等

車両ナンバー
ドライバー名／

連絡先

配送先

2019/
01/02
9：00

2

アルファ化米

アルファ化米
2019/
01/02
10:00

物流事業者・車両番

号・ドライバーに関

する情報を追加 

使用する車両の種

類を決定 該当車両の集荷場所別の集荷物

資・集荷予定日時を決定 

該当車両の配送先別の輸送物

資・輸送予定日時を決定 
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（２）B-PLo が使用できる場合 

B-PLo が使用できる場合、 「輸送指示書」を B-PLo で作成する。このほか、輸送事業者の登録、輸送

完了の登録等も同様に B-PLo を使用する。 

 

１）輸送指示書の作成 

 B-PLo を使用した輸送指示書の作成に関する手順は図表５－２－７のとおり。 

 

図表５－２－７ B-PLo を使用した陸上輸送の手配に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「輸送」をクリック 4-48 

② 「輸送」画面 4-48 

③ 「輸送手配状況」をクリック 4-48 

④ 輸送が必要な物資のリストが表示 4-48 

⑤ リストにおいて輸送を手配する物資の横の「詳細」をクリック 4-48 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面 4-48 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリック 4-48 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面 4-48 

⑨ 輸送手段として「陸路」を選定 4-49 

⑩ 輸送事業者のリストが表示 4-49 

⑪ 輸送事業者を選定 4-49 

⑫ 車両情報（車種・車番等）を入力 4-49 

⑬ 積載物資情報（数量等）を入力 4-49 

⑭ 「登録」ボタンをクリック 4-50 

⑮ 輸送の手配が完了 4-50 

⑯ 「輸送指示書一括出力」ボタンをクリックして輸送指示書を出力 4-61 

⑰ 
ミルクラン・ルート配送の場合は、積込順番及び荷下ろし拠点の順番を手

書きで B-PLo から出力される「輸送指示書」に記載する。 
― 

 

① トップメニューで「輸送」をクリックする。 

② 「輸送」画面が表示される。 

③ 「輸送手配状況」と「物資配送状況」の２つのボタンが表示されるが、このうち「輸送手配状況」

をクリックする。 

④ 市町村からの要請に対して供給することとなっている物資の品目・数量等のリストが表示され

る。 

⑤ 上記のリストにおいて、陸上輸送を手配する物資の右端にある「詳細」ボタンをクリックする。 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面が表示される。 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリックする。 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面が表示される。」 
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⑨ 輸送手段として、「陸路」、「海路」、「空路」ボタンが表示される。「陸路」ボタンをクリックして

「陸路」を選定する。 

⑩ 陸上輸送の輸送事業者のリストが表示される。 

⑪ 上記のリストにおいて、輸送事業者を選定する。 

⑫ 選定した輸送事業者の保有する車両に関する情報が表示されるので、車種・車番等を選定して登

録する。 

⑬ 積載物資情報（数量等）を入力する。 

⑭ 「登録」ボタンをクリックする。 

⑮ 輸送の手配が完了する。 

⑯ 「輸送指示書一括出力」ボタンをクリックして、輸送指示書を Excel ファイルで出力する。 

⑰ B-PLo では「輸送指示書」には、発地・着地それぞれ１箇所のみしか表示され、複数個所で集荷

する、複数個所に輸送する等、発地・着地が複数の場合は、発地と着地の組み合わせの数だけ「輸

送指示書」が出力される（輸送の順序は表示されない）。 

そのため、複数箇所での積込・荷卸し（通称：ミルクラン・ルート配送）の場合は、積込順番

及び荷下ろし拠点の順番を手書きで B-PLo から出力される「輸送指示書」に記載して、「配車計

画」とともに「輸送指示書」をドライバーに提供する。 

 

２）新規事業者の登録 

B-PLo を使用して輸送指示書を作成する場合、輸送事業者が B-PLo に登録されている必要がある。

その手順は図表５－２－８のとおり。 

 

図表５－２－８ B-PLo を使用した新規事業者の登録に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「マスタ管理」をクリック 3-26 

② 「マスタ管理」画面 3-26 

③ 輸送事業者を登録 3-26 

 

① トップメニューで「マスタ管理」をクリックする。 

② 「マスタ管理」画面が表示される。 

③ 輸送事業者を登録する。 
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３）輸送機材の選定 

 B-PLo を使用した輸送機材の選定に関する手順は図表５－２－９のとおり。 

 

図表５－２－９ B-PLo を使用した輸送機材の選定に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「輸送」をクリック 4-48 

② 「輸送」画面 4-48 

③ 「輸送手配状況」をクリック 4-48 

④ 輸送が必要な物資のリストが表示 4-48 

⑤ リストにおいて輸送を手配する物資の横の「詳細」をクリック 4-48 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面 4-48 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリック 4-48 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面 4-48 

⑨ 輸送手段として「海路」を選定 4-49 

⑩ 輸送事業者のリストが表示 4-49 

⑪ 輸送事業者を選定 4-52 

⑫ 車両情報（車種・車番等）を入力 4-49 

⑬ 積載物資情報（数量等）を入力 4-49 

⑭ 「登録」ボタンをクリック 4-50 

⑮ 輸送の手配が完了 4-50 

 

① トップメニューで「輸送」をクリックする。 

② 「輸送」画面が表示される。 

③ 「輸送手配状況」をクリックする。 

④ 輸送が必要な物資のリストが表示される。 

⑤ リストにおいて輸送を手配する物資の横の「詳細」をクリックする。 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面が表示される。 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリックする。 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面が表示される。 

⑨ 輸送手段として「海路」を選定する。 

⑩ 輸送事業者のリストが表示される。 

⑪ 輸送事業者を選定する。 

⑫ 車両情報（車種・車番等）を入力する。 

⑬ 積載物資情報（数量等）を入力する。 

⑭ 「登録」ボタンをクリックする。 

⑮ 輸送の手配が完了となる。 
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４）輸送の完了確認 

 B-PLo を使用した輸送の完了確認の手順は図表５－２－１０のとおり。 

 

図表５－２－１０ B-PLo を使用した輸送の完了確認に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PＬo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「輸送」をクリック 4-45 

② 「輸送」画面 4-45 

③ 「物資配送状況」をクリック 4-45 

④ 輸送手配された車両のリストが表示 4-45 

⑤ 
リストにおいて到着確認したい車両にチェックして「到着済み」をクリ

ック 
4-46 

 

① トップメニューで「輸送」をクリックして選定する。 

② 「輸送」画面が表示される。 

③ 「輸送手配状況」と「物資配送状況」の２つのボタンが表示されるが、このうち「物資配送状

況」をクリックする。 

④ 輸送手配された車両のリストが表示される。 

⑤ 上記のリストにおいて、到着確認したい車両にチェックして「到着済み」をクリックする。こ

れによって、到着確認が行われるとともに、到着した車両が積載していた物資が在庫に登録さ

れる。 
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5-3 海上・航空輸送 

5-3-1 役割分担 

海上・航空輸送における役割分担は、以下のとおり。海上・航空輸送は、以下の図表 5－３－１のと

おり実施する。 

 

誰が 何を 

輸送 G の輸送管理係 

（県職員） 

輸送指示書によって、離島の拠点に向けた輸送の手配に必要な情報

（輸送する物資の品目・数量、発地・着地施設の荷役環境等）を同 G

の海上・航空輸送係に提供する。 

輸送計画・確認書の結果を物資調整 G の輸送管理係、拠点 G の拠点

管理係に伝達する。 

輸送完了後はその内容を物資調整 G の輸送管理係へ連絡する（調達

に係る輸送の場合調達 G の調達手配係へ連絡する） 

輸送Ｇの海上・航空輸送係 

（県職員） 

輸送指示書を同係の災害物流専門家とへ提供する。 

輸送Ｇの海上・航空輸送係 

（災害物流専門家） 

輸送指示書に基づき、離島の拠点に向けた輸送の依頼先（キャリアも

しくはフォワーダー（トラック協会（会員事業者））を選定し依頼す

る。 

手配完了後（輸送計画・確認書の作成・受領後）、これを同係県職員

へ提供する。 

輸送完了後はこれを県職員へ連絡する。 

海運事業者 海上輸送を含めた輸送を手配する。 

手配完了後、輸送計画・確認書を作成し送付する。 

沖縄県トラック協会 （海運事業者が輸送の手配をできない場合） 

輸送指示書を参考に会員事業者へ離島の拠点に向けた輸送の手配等

調整を依頼する。 

手配完了後（輸送計画・確認書の作成・受領後）を作成し、災害物流

専門家へ提供する。 

会員事業者 沖縄県トラック協会からの依頼を参考に被災状況等を踏まえて対応

可能な輸送手段を選定し、沖縄県トラック協会へ輸送手段の確定情

報を提供する。 

※海上・航空輸送に係る自衛隊への災害派遣要請（物資輸送）は基本方針 5-3-2（6）２）・３）参照 
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図表５－３－１ 海上・航空輸送の手配のイメージ図 
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5-3-2 作業手順 

海上・航空輸送における業務フローは図表５－３－２、チェックリストは図表５－３－３のとおり。 

 

図表５－３－２ 海上・航空輸送に関する業務フロー 

 

  

物資調整Ｇ 拠点Ｇ 拠点内業務Ｇ

輸送管理係

県職員 県職員 専門家

注１）「Ｇ」は「グループ」の略称

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略称

物流事業者輸送Ｇ

輸送計画係
海上・航空輸送係

拠点管理係 統括係

海運事業者
沖縄県

トラック協会
会員事業者

沖縄県

物資支援チーム

②海運事業者に輸

送の手配を依頼

４．輸送指示書

⑳業務受託

可能と回答

⑲会員事業者に

依頼

⑱事業者の選定

を依頼

㉕輸送を実施

㉒輸送を手配

㉓輸送計画・

確認書を送付

㉔輸送計画・

確認書を送付

⑥輸送計画・

確認書を送付

⑧輸送計画・

確認書を送付

5-1フロー図⑮ ①輸送指示書

を提供

６．輸送計画・

確認書

⑤輸送を手配

④手配が

不可能

④手配が

可能

⑰手配が不可能

であることを確認

⑫輸送の完了を

報告

㉗輸送の完了を

報告

㉘輸送の完了を

報告

⑪輸送を実施

⑮輸送の完

了を報告

⑭輸送の完了

を報告

⑬輸送の完了

を報告

⑯輸送の完了

を確認

６．輸送計画・

確認書

６．輸送計画・

確認書

６．輸送計画・

確認書

４．輸送指示書

⑦輸送計画・

確認書を送付

㉖輸送の完了を

報告

㉙輸送の完了を

報告

㉚輸送の完了を

報告

㉜輸送の完了を

確認

㉛輸送の完

了を報告

４．輸送指示書
４．輸送指示書

③輸送の

手配を判断

4-2㉖輸送の手

配結果を報告

4-3⑰輸送の手

配結果を報告

⑩輸送計画・

確認書を送付

6-2「拠点の運営（入

荷）」のフロー②へ

6-3「拠点の運営（出

荷）」のフロー②へ

6-2「拠点の運営（入荷）」のフ

ロー㉕から

6-3「拠点の運営（出荷）」のフ

ロー㊳から

4-2㉗輸送の完了を報告

4-3⑱輸送の完了を報告

㉒輸送を手配

B-PLoの作業

⑨-1 輸送事業者の新規登録

⑨-2 輸送車両の登録

⑨-3 輸送物資情報に基づき車両

を選定

⑨-4 輸送指示書を出力

ミルクラン・ルート配送の場合

⑨-5 積込順番及び荷下ろし拠点

の順番を手書き等でB-PLoから出

力される輸送依頼書に記載

㉑業務受託を確認、

依頼
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図表５－３－３ 海上・航空輸送に関するチェックリスト（その１） 

 

  

組織（大） 組織（中） 組織（小）
小集団・

個人等
組織（大） 組織（中） 組織（小）

小集団・

個人等

□ 1 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家） 輸送指示書を提供し、輸送の手配を依頼

5-3

p.68~80
p.4-61

輸送指示書

B-Plo使用

□ 2 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

海運事業者 輸送指示書を提供し、輸送の手配を依頼
5-3

p.68~80
輸送計画・確認書

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 3 海運事業者 輸送の手配の可否を判断
5-3

p.68~80

輸送指示書

輸送計画・確認書

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 4 海運事業者 輸送の手配の可を回答➡⑤へ
5-3

p.68~80

□ 4 海運事業者 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

輸送の手配の不可を回答➡⑰へ
5-3

p.68~80

□ 5 海運事業者 輸送を手配
5-3

p.68~80

輸送指示書

輸送計画・確認書

□ 6

海運事業者・

沖縄県

トラック協会

県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

輸送計画・確認書Ver.2を作成し、送付
5-3

p.68~80

□ 7 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

輸送計画・確認書を送付
5-3

p.68~80

□ 8 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係

輸送計画・確認書を送付

➡4-2㉖輸送の手配結果を報告

　4-3⑰輸送の手配結果を報告

5-3

p.68~80

□ 9-1 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

輸送事業者の新規登録
5-3

p.68~80
p.3-26 B-PLo使用

□ 9-2 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

輸送機材情報の登録
5-3

p.68~80
p.4-53 B-PLo使用

□ 9-3 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

輸送物資情報に基づき輸送機材を選定
5-3

p.68~80

p.4-48~56

p.4-57~60
B-PLo使用

□ 9-4 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

輸送指示書を出力
5-3

p.68~80
p.4-61~62 B-PLo使用

□ 9-5 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

ミルクラン・ルート配送の場合は、積込

順番及び荷下ろし拠点の順番を手書きで

B-PLoから出力される輸送依頼書に記載

し送付

5-3

p.68~80
番号なし B-PLo使用

□ 10 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 県本部

物資支援

チーム
拠点Ｇ 拠点管理係

配車計画Ver.2を送付

➡⑪と

➡6-2「拠点の運営（入荷）」②へ

　6-3「拠点の運営（出荷）」②へ

5-3

p.68~80

□ 11 海運事業者 輸送を実施
5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 12
災害協力

海運事業者
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

輸送の完了を報告
5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 13 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

輸送の完了を報告
5-3

p.68~80

□ 14 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 輸送の完了を報告

5-3

p.68~80

□ 15 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 県本部

物資支援

チーム
物資調整Ｇ 輸送計画係

輸送の完了を報告

➡4-2㉗輸送の完了を報告

　4-3⑱輸送の完了を報告

5-3

p.68~80

□ 16 県本部
物資支援

チーム
物資調整Ｇ 輸送計画係 輸送の完了を確認

5-3

p.68~80
p.4-45 B-PLo使用

注１）Ｇはグループの略

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略

注３）「トラック協会」は「公益社団法人沖縄県トラック協会」の略

注４）B-PLo マニュアル：「新物資システム（B-PLo）運用及び操作説明書（都道府県向け）」第1.02版

使用帳票 連絡先掲載資料
ﾁｪｯｸ

欄
連番

担当（誰が） 連絡調整先（誰に）

活動内容（何を行う） 掲載ページ

B-PLo

マニュアル

ページ番号

注４）

5-1⑮より

6-2「拠点の運営（入荷）」㉕から

6-3「拠点の運営（出荷）」㊳から
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図表５－３－３ 海上・航空輸送に関するチェックリスト（その２） 

 

 

 

  

組織（大） 組織（中） 組織（小）
小集団・

個人等
組織（大） 組織（中） 組織（小）

小集団・

個人等

□ 1 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

輸送管理係

（県職員）
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家） 輸送指示書を提供し、輸送の手配を依頼

5-3

p.68~80
p.4-61

輸送指示書

B-Plo使用

□ 2 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

海運事業者 輸送指示書を提供し、輸送の手配を依頼
5-3

p.68~80
輸送計画・確認書

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 3 海運事業者 輸送の手配の可否を判断
5-3

p.68~80

輸送指示書

輸送計画・確認書

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料3

□ 4 海運事業者 輸送の手配の可を回答➡⑤へ
5-3

p.68~80

□ 4 海運事業者 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

輸送の手配の不可を回答➡⑰へ
5-3

p.68~80

□ 17 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

海運事業者による輸送の手配ができない

ことを確認

5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 18 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

トラック

協会

輸送指示書を伝達し、適切な会員事業者

の選定と当該事業者への業務受託可能性

の打診を依頼

5-3

p.68~80

輸送計画・確認書 ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 19
トラック

協会
会員事業者

適切と判断した会員事業者に業務受託可

能性を打診

5-3

p.68~80

輸送計画・確認書 ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 20 会員事業者
トラック

協会
業務受託が可能と回答

5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 21
トラック

協会
会員事業者 業務受託を確認、依頼

5-3

p.68~80

□ 22 会員事業者 物流事業者 輸送を手配
5-3

p.68~80

輸送指示書 ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 23 会員事業者
トラック

協会
輸送計画・確認書Ver.2を送付

5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 24
トラック

協会
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

輸送計画・確認書を送付➡⑥へ
5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 25 物流事業者 輸送を実施
5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 26 物流事業者 会員事業者 輸送の完了を報告
5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 27 会員事業者
トラック

協会
輸送の完了を報告

5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 28
トラック

協会
県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

輸送の完了を報告
5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 29 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（専門家）

県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

輸送の完了を報告
5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 30 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ

海上・航空

輸送係

（県職員）

県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 輸送の完了を報告

5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 31 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 県本部

物資支援

チーム
物資調整Ｇ 輸送計画係

輸送の完了を報告

➡4-2㉗輸送の完了を報告

　4-3⑱輸送の完了を報告

5-3

p.68~80

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

□ 32 県本部
物資支援

チーム
物資調整Ｇ 輸送計画係 輸送の完了を確認

5-3

p.68~80
p.4-45 B-PLo使用

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

注１）Ｇはグループの略

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略

注３）「トラック協会」は「公益社団法人沖縄県トラック協会」の略

注４）B-PLo マニュアル：「新物資システム（B-PLo）運用及び操作説明書（都道府県向け）」第1.02版

使用帳票 連絡先掲載資料
ﾁｪｯｸ

欄
連番

担当（誰が） 連絡調整先（誰に）

活動内容（何を行う） 掲載ページ

B-PLo

マニュアル

ページ番号

注４）

5-1⑮より

4-2「拠点の運営（入荷）」㉕から

4-3「拠点の運営（出荷）」㊳から
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（１）B-PLo が使用できない場合・使用できる場合共通 

① 輸送 G の輸送管理係は、同Ｇの海上・航空輸送係に、「輸送指示書」を渡す。 

② 輸送 G の海上・航空輸送係の災害物流専門家は、同Ｇの輸送管理係から道路・港湾・空港等の損壊

状況、燃料確保に関する情報等を収集する。 

③ 輸送 G の海上・航空輸送係の災害物流専門家は、これらの情報と「輸送指示書」に基づき、輸送に

使用する輸送機関と各輸送機関の発着場所を決定し、「輸送計画・確認書」（図表５－３－４及び資

料４帳票６参照）を作成する。 

※例：離島への輸送について、那覇市内の広域物資輸送拠点から那覇港までトラック輸送し、那覇

港から離島の港湾まで海上輸送し、離島の港湾から離島の地域内輸送拠点までトラック輸送を行う

場合、輸送の出発地点、中継地点となる物資拠点、港湾等における到着予定時間、出発予定時間等

も含めて「輸送計画・確認書」を作成する。 

④ 輸送 G の海上・航空輸送係の災害物流専門家は、陸上輸送も含めて発地から着地まで一貫して手配

が可能な海運事業者に、「輸送計画・確認書」を送付し、業務受託可能性を照会する（照会先海運事

業者の名称とその連絡先は「資料３．コンタクトリスト」のとおり）。 

⑤ 特定海運事業者が受託できない場合、海上・航空輸送係の災害物流専門家は、「輸送計画・確認書」

を沖縄県トラック協会に送付し、計画した輸送を可能な限り一括して受託できる会員事業者の選定

を依頼する。 

⑥ 沖縄県トラック協会は、「輸送計画・確認書」に示された情報に基づき、適切な会員事業者（海上輸

送・航空輸送のフォワーダー等）を選定し、計画された輸送の手配を依頼する。 
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図表５－３－４ 輸送計画・確認書 

 

 

  

（沖縄県庁用）

５．輸送計画・確認書 記入・提出日： 年 月 日

（自治体名） （施設名）

（担当部署名） （担当者名） （住所）

（電話番号） （ＦＡＸ番号） （担当部署名） （担当者名）

(E-mail) （電話番号） （FAX番号）

（E-mail）　

(施設名） 上
屋

10t
 4t ～

(住所）
.

(受取担当者名）

(電話番号） （FAX番号）

（Ｅ-ｍａｉｌ）

(会社名）
① ②

(担当者名）
③ ④

(電話番号） （FAX番号）
⑤ ⑥

（Ｅ-ｍａｉｌ）
⑦ ⑧

⑨ ⑩

※実際の輸送プロセスの詳細は次ページ

実際の輸送プロセスとその進捗状況

対応する
輸送指示書
の番号

依頼窓口
事業者

※ﾌｫﾜｰﾀﾞｰ等

Nｏ　　　　　　　　　　－

発注
/要請元

集荷先

最終
目的地

有・無
ﾌｫｰｸ
ﾘﾌﾄ

有・無
大型車
進入

可・否
可・否

対応可
能時間

備考（提供希望時
期等）

時間

輸送モード施設名

輸送計画

到着日時（上段：実際）

年月日 時間 年月日

年月日 時間

年月日 時間

時間

年月日 時間 年月日 時間

年月日 時間 年月日

時間

年月日 時間 年月日 時間

年月日 時間 年月日

年月日 時間

年月日 時間 年月日 時間

年月日 時間

年月日 時間

年月日 時間 年月日 時間

年月日 時間

年月日 時間 年月日 時間

年月日 時間

年月日 時間 年月日 時間

年月日 時間

年月日 時間 年月日 時間

年月日 時間年月日 時間

年月日 時間年月日 時間

時間

年月日 時間 年月日 時間

時間 年月日 時間年月日

種類（倉庫・港湾・空港等）
順番

連
番 輸送機材

進捗管理

到着日時（上段：予定） 出発日時（上段：予定）

出発日時（上段：実際）

時間年月日 時間 年月日

年月日 時間年月日

中継点

中継点

中継点

最終
目的地

1

2

3

4

5

6

7

8

出発点

中継点

中継点

中継点

中継点

中継点
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（２）B-PLo が使用できる場合 

 B-PLo が使用できる場合、「輸送指示書」を B-PLo で作成する。このほか、輸送事業者の登録、輸

送完了の登録等も同様に B-PLo を使用する。 

 

１）輸送指示書の作成 

 B-PLo を使用した輸送指示書の作成に関する手順は図表５－３－５のとおり。 

 

図表５－３－５ B-PLo を使用した陸上輸送の手配に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「輸送」をクリック 4-48 

② 「輸送」画面 4-48 

③ 「輸送手配状況」をクリック 4-48 

④ 輸送が必要な物資のリストが表示 4-48 

⑤ リストにおいて輸送を手配する物資の横の「詳細」をクリック 4-48 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面 4-48 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリック 4-48 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面 4-48 

⑨ 輸送手段として「陸路」を選定 4-49 

⑩ 輸送事業者のリストが表示 4-49 

⑪ 輸送事業者を選定 4-49 

⑫ 車両情報（車種・車番等）を入力 4-49 

⑬ 積載物資情報（数量等）を入力 4-49 

⑭ 「登録」ボタンをクリック 4-50 

⑮ 輸送の手配が完了 4-50 

⑯ 「輸送指示書一括出力」ボタンをクリックして輸送指示書を出力 4-61 

⑰ 
ミルクラン・ルート配送の場合は、積込順番及び荷下ろし拠点の順番を手

書きで B-PLo から出力される「輸送指示書」に記載する。 
― 

 

① トップメニューで「輸送」をクリックする。 

② 「輸送」画面が表示される。 

③ 「輸送手配状況」と「物資配送状況」の２つのボタンが表示されるが、このうち「輸送手配状況」

をクリックする。 

④ 市町村からの要請に対して供給することとなっている物資の品目・数量等のリストが表示され

る。 

⑤ 上記のリストにおいて、陸上輸送を手配する物資の右端にある「詳細」ボタンをクリックする。 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面が表示される。 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリックする。 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面が表示される。」 
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⑨ 輸送手段として、「陸路」、「海路」、「空路」ボタンが表示される。該当するボタンをクリックし

て該当するものを選定する。 

⑩ 陸上輸送の輸送事業者のリストが表示される。 

⑪ 上記のリストにおいて、輸送事業者を選定する。 

⑫ 選定した輸送事業者の保有する車両に関する情報が表示されるので、車種・車番等を選定して登

録する。 

⑬ 積載物資情報（数量等）を入力する。 

⑭ 「登録」ボタンをクリックする。 

⑮ 輸送の手配が完了する。 

⑯ 「輸送指示書一括出力」ボタンをクリックして、輸送指示書を Excel ファイルで出力する。 

⑰ B-PLo では「輸送指示書」には、発地・着地それぞれ１箇所のみしか表示され、複数個所で集荷

する、複数個所に輸送する等、発地・着地が複数の場合は、発地と着地の組み合わせの数だけ「輸

送指示書」が出力される（輸送の順序は表示されない）。 

そのため、複数箇所での積込・荷卸し（通称：ミルクラン・ルート配送）の場合は、積込順番

及び荷下ろし拠点の順番を手書きで B-PLo から出力される「輸送指示書」に記載して、「配車計

画」とともに「輸送指示書」をドライバーに提供する。 

 

２）新規事業者の登録 

B-PLo を使用して輸送指示書を作成する場合、輸送事業者が B-PLo に登録されている必要がある。

そ手順は図表５－３－６のとおり。 

 

図表５－３－６ B-PLo を使用した新規事業者の登録に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「マスタ管理」をクリック 3-26 

② 「マスタ管理」画面 3-26 

③ 輸送事業者を登録 3-26 

 

① トップメニューで「マスタ管理」をクリックする。 

② 「マスタ管理」画面が表示される。 

③ 輸送事業者を登録する。 
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３）輸送機材の選定 

 B-PLo を使用した輸送機材の選定に関する手順は図表５－３－７のとおり。 

 

図表５－３－７ B-PLo を使用した輸送機材の選定に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「輸送」をクリック 4-48 

② 「輸送」画面 4-48 

③ 「輸送手配状況」をクリック 4-48 

④ 輸送が必要な物資のリストが表示 4-48 

⑤ リストにおいて輸送を手配する物資の横の「詳細」をクリック 4-48 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面 4-48 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリック 4-48 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面 4-48 

⑨ 輸送手段として「海路」を選定 4-49 

⑩ 輸送事業者のリストが表示 4-49 

⑪ 輸送事業者を選定 4-52 

⑫ 車両情報（車種・車番等）を入力 4-49 

⑬ 積載物資情報（数量等）を入力 4-49 

⑭ 「登録」ボタンをクリック 4-50 

⑮ 輸送の手配が完了 4-50 

 

① トップメニューで「輸送」をクリックする。 

② 「輸送」画面が表示される。 

③ 「輸送手配状況」をクリックする。 

④ 輸送が必要な物資のリストが表示される。 

⑤ リストにおいて輸送を手配する物資の横の「詳細」をクリックする。 

⑥ 「輸送手配状況詳細」画面が表示される。 

⑦ 「輸送手配登録（物資単位）」ボタンをクリックする。 

⑧ 「輸送手配登録（物資単位）」画面が表示される。 

⑨ 輸送手段として「海路」を選定する。 

⑩ 輸送事業者のリストが表示される。 

⑪ 輸送事業者を選定する。 

⑫ 車両情報（車種・車番等）を入力する。 

⑬ 積載物資情報（数量等）を入力する。 

⑭ 「登録」ボタンをクリックする。 

⑮ 輸送の手配が完了となる。 
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４）輸送の完了確認 

 B-PLo を使用した輸送の完了確認の手順は図表５－３－８のとおり。 

 

図表５－３－８ B-PLo を使用した輸送の完了確認に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PＬo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「輸送」をクリック 4-45 

② 「輸送」画面 4-45 

③ 「物資配送状況」をクリック 4-45 

④ 輸送手配された車両のリストが表示 4-45 

⑤ 
リストにおいて到着確認したい車両にチェックして「到着済み」をクリ

ック 
4-46 

 

① トップメニューで「輸送」をクリックして選定する。 

② 「輸送」画面が表示される。 

③ 「輸送手配状況」と「物資配送状況」の２つのボタンが表示されるが、このうち「物資配送状

況」をクリックする。 

④ 輸送手配された車両のリストが表示される。 

⑤ 上記のリストにおいて、到着確認したい車両にチェックして「到着済み」をクリックする。こ

れによって、到着確認が行われるとともに、到着した車両が積載していた物資が在庫に登録さ

れる。 
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5-3-3 留意事項 

 海上・航空輸送の手配における留意事項は図表５－３－９のとおり。 

 

図表５－３－９  海上・航空輸送の手配における留意事項（その１） 

留意事項 詳細 

（１）フォワーダーへの委託の必要

性 

 

・ 海上輸送および航空輸送は、トラック輸送と比較して手

配の難度が高いため、専門家である利用運送事業者（フ

ォワーダー）に依頼する。 

（２）海上輸送を手配する際の留意

点 

①必要な情報の入手・提供 

 

 

②港湾に関する情報 

Ａ岸壁の被災状況の確認 

 

 

Ｂ水深 

③船舶の選定 

 

 

・ 地震災害時に海上輸送を行う場合は、港湾岸壁の損壊、水

深の変化等を把握する必要があり、内閣府沖縄総合事務局

運輸部リエゾンを通じ国と連携等して把握する。 

・ 緊急輸送港湾（県地域防災計画で指定する港湾）とされた

那覇港等港湾における耐震岸壁の整備状況は「資料編 

４．沖縄県における耐震岸壁の整備状況」を確認するとと

もに港湾管理者に確認する。※港湾管理者連絡先：コンタ

クトリスト参照 

・ 航路エリア内について優先した確認を依頼する。 

・ 岸壁の損壊状況、クレーン等荷役機器の損壊状況等を考

慮して、使用する船舶を選定する。 

※船舶の全長、喫水情報については、国土交通省海事局

にデータベースがある。その使用にあたっては、沖縄

総合事務局を経由して提供を依頼する。 

・ クレーン等港湾の荷役機器が損壊した場合には、フェリ

ー、RORO 船、船上クレーンを装備した船舶等の活用可

能性が高い。また、それらの船舶の手配については、琉球

海運、琉球物流に打診する。※船舶の提供依頼先：コンタ

クトリスト参照 

＜参考＞ 

東日本大震災では、港湾のクレーン等荷役機器が損壊の

ため使用できず、船上クレーンを持つ船舶や、クレーン

等荷役機器を必要としないフェリー、RORO 船が活用

された。 

・ ※ただし、フェリー、RORO 船は就航数が限られ定期航路

に使用する船舶が多数を占めるため確保の難度が高い。 

航空輸送の手配・ドローン輸送の手配に関する留意事項は次葉参照 
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図表５－３－９  海上・航空輸送の手配における留意事項（その２） 

留意事項 詳細 

（３）航空輸送の手配 

※留意事項の詳細は基本方針 5-3-2

（２）～(４)に詳細があるので参照 

・ 沖縄県トラック協会を経由して、その会員事業者（航空

貨物輸送のフォワーダー）を窓口として、一括して委託

する。そのような事業者とその連絡先の例は以下のとお

り。 

＜琉球物流株式会社（代表）：～～～＞ 

※日本通運株式会社（国内最大のフォワーダー）と連携 

・ 航空輸送（ヘリコプター輸送も含める）の特徴は、離着陸

場所が確保できることを条件に孤立地域でも輸送が可能

となる点、トラック輸送・船舶での輸送と比較して、運賃

が高額になる点、輸送可能重量が小さい点、輸送内容に制

限が伴う点となる。ヘリコプターのスペックについて、基

本方針の P.93 図表６－３－５に整理した。 

・ 民間機による航空輸送が困難、かつ緊急性が高い輸送にあ

たっては３要件（切迫性・非代替性・公共性）を整理した

上で、自衛隊機による物資輸送を検討する（窓口：知事公

室消防防災対策課（知事公室リエゾンを経由して依頼）） 

・ 資料３．コンタクトリストを参照（以下の内容を併記） 

・ 海上輸送及び航空機輸送の資格を有する事業者 

・ 琉球物流株式会社（代表）：～～～ 

※国内最大のフォワーダーである日本通運株式会社

とも連携 

（４）ドローン輸送の手配 

※留意事項の詳細は基本方針 5-3-2

（５)に詳細があるので参照するこ

と 

・ ドローンで物資輸送を行う場合、操縦者の目の届かない範

囲まで飛行させる目視外飛行を行うのが一般的であり、こ

れは特定飛行に該当するため、航空法に基づく許可・承認

の申請等（ドローン情報基盤システム 2.0（DIPS2.0）

https://www.ossportal.dips.mlit.go.jp/portal/top/ ） が 必

要。 

・ 例外として、災害等の発生している地域では、捜索、救難

活動等を優先するための緊急用務空域が指定され、一部の

規制が適用除外となるが、ドローンを飛行させる場合には

捜索・救助等のための特例（航空法第 132 条の 92）が適

用される必要がある。 

・ さらに、「小型無人機等飛行禁止法」や都道府県・市区町

村等の地方公共団体が定める条例等により飛行が禁止さ

れている場所・地域があるため、飛行許可・承認申請とは

別途確認・調整する必要がある。 

※連絡調整先は、資料３．コンタクトリストを参照 
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